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～
主
な
記
事
～ 

1P
「
第
３
回
子
ど
も
読
書
ま
つ
り 

《
ほ
ん
と
も
フ
ェ
ス
タ
》
日
程
」 

2P
「《
ほ
ん
と
も
フ
ェ
ス
タ
》
週
間 

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
内
容
紹
介
」 
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多摩市立図書館 情報誌  １８２号 

3P
「
ピ
カ
ッ
と
ひ
ら
め
く
本
」 

4P
「
シ
リ
ー
ズ
予
約
開
始
し
ま
す
」 

 
 
 

「
蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ
」 

 
 

「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
」 

２月は豆(ﾏﾒ)に 

図書館へ!! 

２０１０年 ２月 発行 

中
学
２
年
生
の
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ち
ゃ
ん
か
ら
可
愛
い
イ
ラ
ス
ト
を
い
た 

だ
き
ま
し
た
！
（
表
紙
イ
ラ
ス
ト
は
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。） 

 子ども読書まつり 

≪ほんともフェスタ≫ 
～本とともだち ほんとにともだち～ 

 

 

 

 

☆３月６日（土） ベルブ永山（永山公民館） 

        ６日（土）～８日（月） ギャラリー展示 

☆３月７日（日） 多摩市立図書館（本館） 

☆３月８日（月）～１３日（土） 各図書館 

おはなし会などをおこないます 

☆３月１４日（日） ベルブ永山（ベルブホール） 

工藤直子さん（詩人・童話作家）講演会 

「のはらうた、うたおう！」 

 

！みんなの作品
さくひん

大
だい

ぼしゅう！ 

☆ 工藤直子さんの詩集
し し ゅう

 『のはらうた』（童話屋
ど う わ や

）を 

よんで、でてくる虫
むし

や動物
どうぶつ

の絵
え

をかこう！ 

☆ あなたも詩
し

にチャレンジ！ だいすきなもの、 

きになるものの気持
き も

ちを書
か

いてみよう！ 

３月１４日（日）に くどうさんがベルブ永山に来
き

てくれます！ 

みんなの作品は くどうさんに見
み

てもらい、図書館にかざります。 

講演会で、くどうさんの感想
かんそう

が聞
き

けるかも！ 応募
お う ぼ

用紙
よ う し

は 

図書館にあります。作品ができたらカウンターへ持
も

ってきてね！ 

応募対象
たいしょう

：幼児
よ う じ

～１８歳 締
し

め切
き

り：平成２２年２月２１日（日） 
  

あかちゃんからティーンズ 

（１８歳）まで たのしめる 

プログラムがいっぱいあります！ 

大人の方もどうぞ！ 
      詳しくは２ページへ！ 

 



- 2 - 

 
 

 

講演会 「のはらうた、うたおう！」 

～くどうなおこさんと いっしょに 詩の世界であそぼう～ 

講師：工藤
く ど う

直子
な お こ

さん（詩人・童話作家） 

日時：平成２２年３月１４日（日） 

午後２時～４時（開場：１時30分） 

会場：ベルブ永山５階 ベルブホール 

☆申込不要・当日先着順 定員１９８名 

《ほんともフェスタ週間 平成 22年３月６日～１４日》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工藤
く ど う

直子
な お こ

さん（詩人
し じ ん

・童話
ど う わ

作家
さ っ か

） 

日時
に ち じ

：平成
へいせい

２２年３月１４日（日） 

午後
ご ご

２時
じ

～４時（開場
かいじょう

：１時30分
ぷん

） 

会場
かいじょう

：ベルブ永山
な が や ま

５階
  か い

 ベルブホール 

☆申込
もうしこみ

不要
ふ よ う

・当日
とうじつ

先 着 順
せんちゃくじゅん

 定員
ていいん

１９８名
めい

 

「ほんともフェスタって 何
なに

??」 
おはなしや科学

か が く

あそび、工作
こうさく

などをたのしみながら「本」と「ともだち」になるおまつりです。 

かぞくやおともだち みんなできてね！た～くさんの「ほんとも」がまってるよ！ 

 スタンプラリーもあるよ！ 

≪ほんともフェスタ週間 3 月 6 日(土)～14 日(日)≫ 

各図書館のおはなし会など 

8 日（月）11:00～ 永山図書館「おはなし会」 

10 日（水）15:00～ 図書館本館・東寺方・豊ヶ丘・ 

関戸・聖ヶ丘図書館「おはなし会」 

11 日（木）16:00～ 図書館本館「新刊紹介」 

13 日（土）15:00～ 永山図書館「おはなし会」 

 
詩を読みたい方 募集！15:00～「多摩のはら村」 

自分の好きな詩を、声に出して読みあいます。詩の本から 

好きな詩を選んで、お友達やご家族と一緒に読んだり、楽器を

使っても良いです。詳しくは図書館のチラシをご覧ください。 

３月６日（土）ベルブ永山 プログラム 

時間 内容 主な対象

１０：３０～１２：００ まほうのわ・びゅんびゅんごまをつくろう(科学あそび）
幼児～

小学生

１０：３０～１１：１０ うたって遊んでわらべうた・子守りうた
乳幼児～

小学生

１１：１５～１２：００ おもしろことばあそび
幼児～

小学生

１０：３０～１２：００ 布の絵本であそぼう、つくってみよう
乳幼児
・作成は大人

１３：００～１３：２５ 今も昔も紙芝居
幼児～
低学年

１３：３０～１３：５５ ブルッキーのひつじ・あらしのよるに（朗読げき） どなたでも

１３：３０～１５：００ たのしい科学あそび
幼児～
小学生

１４：００～１４：５５ １０代の時間（語
かた

り） ティーンズ

１５：００～１６：００ 多摩のはら村～みんなで詩をよみあおう～ 幼児～

３月７日（日）図書館本館 プログラム 
時間 内容 主な対象

１０：００～１６：００ じどうかん　かんたん工作 どなたでも

１０：００～１０：２５ 「大きな大きな絵本」（おはなし会）
幼児～
低学年

１１：００～１１：３０ 「あかちゃんコアラ」（乳幼児向けおはなし会） 乳幼児

１０：３０～１１：００
幼児～

低学年

１１：１０～１２：００ 小学生

１１：００～１２：００ 「朗読を楽しもう」（声を出して、読んで、聞いて） 中学生～

１３：００～１３：３５ 絵本を外国語で聞いてみよう！ どなたでも

１３：４０～１４：１０ 「のはらうた・竹取物語」（かげえ）
幼児～
ティーンズ

１４：１５～１５：３５ 落語体験コーナー 高学年～

１５：４０～１７：００ 中学生ほんともクイズ どなたでも

「おはなしいっぱい」（語り）

   1０:３0～「おはなしいっぱい」 みみをすまして 

いると、みんなのあたまのなかに おはなしがみえてきますよ。 

1０:３0～幼児から低学年向け 「小さいじどうしゃ」「世界で 

     いちばんきれいな声」「おおかみと七ひきの子やぎ」他 

1１:１0～小学生向け「ひなどりとネコ」「かにかにこそこそ」他 

 
15:40～「中学生ほんともクイズ」

中学生３人グループ対抗クイズ大会。 

皆さん応援よろしくお願いします！

（参加チームの募集は終了しました。） 

※ 図書館で配布しているプログラム兼スタンプラリー用紙をご覧くだ 

さい。催しに参加してスタンプを集めるとプレゼントがもらえます！ 

14:00～「１０代の時間」 

おはなしの世界をいっしょに楽しみ

ませんか？「ねずみじょうど」や 

「魔法の馬（ロシアの昔話）」ほか 

展示：6 日(土)～8 日(月) ﾍﾞﾙﾌﾞ永山「わたしたちの学校図書館の 

こんなこと、あんなこと」／ 6 日(土)～14 日(日) 図書館本館  

「おはなしをよんでかきました」「君だけが描く本の世界」 
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『俳
句
脳 

発
想
、
ひ
ら
め
き
、
美
意
識
』  

茂
木
健
一
郎
著 

黛
ま
ど
か
著 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
川
書
店 

2
00
8 

 

俳
句
は
短
い
が
ゆ
え
に
易
し
く
て
、
誰
に
で
も
門
戸
を

開
い
て
い
る
が
、
短
い
が
ゆ
え
に
ひ
と
た
び
そ
の
世
界
に

入
り
、
究
め
よ
う
と
す
る
と
非
常
に
難
し
い
。
ま
た
俳
句

は
短
い
が
ゆ
え
に
苦
し
み
、
短
い
が
ゆ
え
に
言
葉
が
ピ
タ

リ
と
は
ま
っ
た
時
の
喜
び
は
大
き
い
。
脳
内
で
は
ド
ー
パ

ミ
ン
（
快
感
を
生
み
出
す
物
質
）
が
大
量
に
分
泌
さ
れ
る
。 

 

脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
さ
ん
と
俳
人
の
黛
ま
ど
か

さ
ん
と
の
対
談
は
私
達
（
俳
句
初
心
者
）
が
疑
問
に
思
う

こ
と
を
分
か
り
や
す
く
、
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

ど
う
し
て
俳
句
が
「
一
句
で
き
た
！
」
と
い
う
瞬
間
に

ド
ー
パ
ミ
ン
が
で
る
の
か
と
い
う
し
く
み
も
分
か
り
ま

す
。
俳
句
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
は
自
分
の
発
見

に
つ
な
が
り
、
対
象
物
を
詠
む
こ
と
で
、
大
い
な
る
自
己
、

宇
宙
と
つ
な
が
る
自
分
を
発
見
す
る
。
ま
た
、
俳
句
は
言

葉
の
上
で
は
一
七
音
節
し
か
書
か
な
い
が
、
あ
と
の
こ
と

は
余
白
に
漂
っ
て
い
る
。
俳
人
が
一
七
音
を
紡
ぐ
と
い
う

の
は
、
同
時
に
余
白
を
紡
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
を

読
み
進
め
て
こ
れ
ら
が
分
か
っ
て
く
る
と
、
思
わ
ず
自
分

も
五
・
七
・
五
の
世
界
に
浸
っ
て
み
た
い
な
あ
と
思
わ
せ

て
く
れ
る
本
で
す
。 

俳
句
は
、
一
度
履
い
た
ら
や
め
ら
れ
な
い
魔
法
の
靴
と

言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
俳
句
の
入
口
を
見
る
の
に
、

楽
し
く
読
め
る
一
冊
で
す
。 

『が
ち
ょ
う
の
ペ
チ
ュ
ー
ニ
ア
』 

 

ロ
ジ
ャ
ー
・
デ
ュ
ボ
ワ
ザ
ン
作 

 

ま
つ
お
か
き
ょ
う
こ
訳 

 

冨
山
房 

1
9
99 

 
 
 

 

  

 

が
ち
ょ
う
の
ペ
チ
ュ
ー
ニ
ア
は
、
あ
る
日
草
地
で
本

を
ひ
ろ
い
ま
す
。「
本
を
持
ち
、
こ
れ
に
親
し
む
も
の
は
、

賢
く
な
る
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
！
」
ペ
チ
ュ
ー
ニ

ア
は
得
意
に
な
っ
て
本
を
持
ち
歩
き
、
仲
間
の
動
物
た

ち
の
悩
み
を
解
決
し
て
あ
げ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
お

悩
み
解
決
の
結
果
は
ど
れ
も
首
を
ひ
ね
る
よ
う
な
も
の

ば
か
り
・
・
・
。
本
と
は
い
っ
た
い
何
を
教
え
て
く
れ

る
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
ん
な
あ
る
日
、
ま
た
ま
た
草
地
で
見
つ
け
た
危
険

な
箱
を
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
と
勘
違
い
！
仲
間
は
ペ
チ
ュ
ー

ニ
ア
の
思
い
違
い
で
ひ
ど
い
目
に
あ
い
ま
す
。
最
後
に

お
ば
か
さ
ん
の
ペ
チ
ュ
ー
ニ
ア
が
考
え
て
出
し
た
結
論

は
「
本
は
翼
の
下
に
は
さ
ん
で
持
ち
歩
く
だ
け
じ
ゃ
だ

め
な
ん
だ
わ
。
本
の
中
身
を
頭
や
心
に
入
れ
な
く
ち
ゃ

い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
字
を
覚
え
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
の
よ
」 

 
 

 
 

 

ペ
チ
ュ
ー
ニ
ア
は
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
。“
ひ
ら
め
き
”
は
い
つ
ど
ん
な
と
き

に
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ペ
チ
ュ
ー
ニ
ア
の
言
動
に

大
笑
い
し
な
が
ら
、
そ
の
解
決
法
に
ひ
ら
め
き
を
感
じ

る
ス
イ
ス
の
名
作
絵
本
で
す
。
シ
リ
ー
ズ
で
ど
う
ぞ
。 

               
 
 
 
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

   

『植物図鑑』    有川浩著 角川書店 2009 

「お嬢さん、よかったら俺を拾ってくれませんか。咬みま

せん。躾のできたよい子です。」「あらやだ。けっこういい

男」寒い冬のある日、道ばたに落ちていた彼を拾った。「樹

木の樹って書いて、イツキと読むんだ。」さやかが彼から聞

いたのはそれだけ。でも、それだけで充分だった。二人の

共同生活は次第にかけがえのない日々となっていく。道ば

たでこっそり育っている草にも一つ一つ名前がある。そん

な一つ一つを大切にすることが必要。そんなことをもう一

度確認させてくれる、そんな心温まる話でもあり、有川浩

さんの作品の中で一番甘いラブ・ストーリー。花を咲かす

ように心に愛を育てませんか？         

落合在住 森菜様                       

 

 

ピカッとひらめく、２冊の本を紹介します！ 

『The Kissing Hand キスのおまじない』オードリー・ペン文  

ルース・E・ハーパー他絵 アシェット婦人画報社 2007 

初めて学校に行く朝、お母さんと離れたくなくて不安いっぱいのチェ

スター。 そんな時にお母さんから絶対に消えないキスのおまじないを

もらいました。新しい世界にふみだすとき、子どもは（大人もそうです

が）期待とともに不安も覚えるものです。そんな時にぎゅっと抱きしめ

られ、このおまじないをもらえたらきっと勇気がわいてくるはず。親子

で読みたい一冊です。             落合在住 Y.H 様     

 

 

 

 

 

                        

ご投稿、ありがとうございました！ 
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「シ
リ
ー
ズ
予
約(

巻
数
順
予
約)

」
を 

開
始
し
ま
す
！ 

上
下
や
１
～
５
巻
等
に
分
か
れ
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
物

の
予
約
に
つ
い
て
、
先
の
巻
か
ら
順
番
に
ご
用
意
す
る

「
シ
リ
ー
ズ
予
約(
巻
数
順
予
約
）」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

★ 

シ
リ
ー
ズ
予
約
の
方
法
は
？ 

① 

図
書
館
に
あ
る
利
用
者
用
端
末
で 

通
常
の
予
約
入
力
を
し
て
か
ら
「
利
用
者
メ
ニ
ュ
ー
」 

で
「
巻
数
順
予
約
設
定
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

② 

窓
口
で
申
し
込
む 

「
シ
リ
ー
ズ
予
約
の
申
し
込
み
用
紙
」
に
記
入
し
て 

 

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※ 

詳
し
い
手
順
は
、
利
用
者
用
端
末
近
く
の
操
作
案
内
を 

ご
覧
く
だ
さ
い 

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
シ
リ
ー
ズ
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。 

★ 

シ
リ
ー
ズ
予
約
の
し
く
み 

上
巻
よ
り
先
に
下
巻
が
届
い
た
場
合
、
そ
の
時
点
で
下
巻

は
確
保
さ
れ
ず
、
自
動
的
に
次
の
予
約
者
に
ま
わ
り
ま
す
。

１
～
５
巻
な
ど
の
場
合
も
、
先
の
巻
が
ご
用
意
出
来
て
か
ら

後
の
巻
を
ご
用
意
し
ま
す
。
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
利
用
者

用
端
末
の
表
示
上
の
順
番
と
、
ず
れ
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
） 

★ 

シ
リ
ー
ズ
予
約
が
で
き
る
物
は
？ 

順
番
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
続
き
も
の
の
本
で
す
。 

そ
れ
以
外
の
物
を
シ
リ
ー
ズ
予
約
す
る
と
、
す
ぐ
ご
用
意

で
き
る
は
ず
の
物
で
も
、
な
か
な
か
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

  

図
書
館
で
は
、
館
内
の
利
用
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
多
く

の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

中
で
も
多
い
内
容
が
、「
声
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
音
」

に
関
す
る
こ
と
で
す
。 

静
か
な
読
書
環
境
の
維
持
の
た
め
、
以
前
か
ら
、
周
り

の
方
の
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
お
喋
り
は
遠
慮
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
最
近
増
え
て
い
る
の
が
「
携
帯
電
話
」
に

関
す
る
ご
意
見
で
す
。 

電
話
で
の
会
話
は
、
つ
い
声
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。

館
内
で
の
携
帯
電
話
の
利
用
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

携
帯
を
耳
に
あ
て
、
早
足
で
出
口
に
向
か
い
な
が
ら

「
今
図
書
館
な
ん
だ
け
ど
…
」
最
近
館
内
で
よ
く
お
見
か

け
す
る
姿
で
す
。「
着
信
が
切
れ
る
前
に
電
話
に
出
た
い
」、

そ
の
お
気
持
ち
は
良
く
分
か
り
ま
す
が
、
携
帯
に
は
着
信

記
録
も
残
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
出
口
を
出
る
ま
で
、
通
話
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。 

ま
た
「
着
信
音
」
に
も
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
ペ

ー
ジ
を
繰
る
音
が
耳
に
届
く
館
内
で
、
突
然
鳴
り
響
く
Ｃ

Ｍ
ソ
ン
グ
。
ご
本
人
も
ビ
ッ
ク
リ
、
慌
て
て
鞄
の
中
身
を

探
る
…
そ
ん
な
事
の
無
い
よ
う
、
入
館
時
に
お
気
遣
い
を

い
た
だ
け
る
と
、
よ
り
一
層
、
図
書
館
で
の
ひ
と
時
を 

気
持
ち
よ
く
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
か
と 

思
い
ま
す
。 

 

２
０
１
０
年
３
月
１
日
か
ら 

書
庫
館
・
団
体
貸
出
室 

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ 

 

 
 
 

 

３
月
１５
日
（
月
）
～
１９
日
（
金
） 

 

図
書
館
本
館
内
に
あ
る
書
庫
館
・
団
体
貸
出
室
の 

蔵
書
点
検
を
行
な
い
ま
す
。
右
記
の
期
間
中
、
全
館 

通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
が
、
書
庫
・
団
体
室
の
資
料 

は
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

館
内
利
用
者
用
端
末
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で 

検
索
し
た
結
果
、
所
蔵
館
が
「
書
庫
（
本
館
内
）」「
団 

体
（
本
館
内
）」
と
出
る
も
の
が
該
当
の
資
料
と
な
り 

ま
す
。
予
約
い
た
だ
く
場
合
、
ご
用
意
で
き
る
の
は 

３
月
２０
日
（
土
）
以
降
と
な
り
ま
す
。 

蔵
書
点
検
っ
て
な
に
？ 

図
書
館
に
在
庫
す
る
資
料
の
所
蔵
デ
ー
タ
と
現
物
を

つ
け
あ
わ
せ
る
作
業
で
、
多
摩
市
の
図
書
館
で
は
、 

年
に
一
度
、
こ
の
作
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
本
館
に
あ
る
書
庫
・
団
体
室
の
み
の
作
業 

で
す
の
で
、
全
館
通
常
ど
お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。 

蔵
書
点
検
は
、
在
庫
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
、
イ
ン 

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
予
約
さ
れ
た
資
料
を
確
実
に 

皆
さ
ま
に
お
届
け
す
る
た
め
の
大
切
な
作
業
で
す
。 

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 
 
 
 
 

常
時
実
施
中
！ 

 


